
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名：初等教育学科・教育心理学科 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２８年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。

本来は全学的な取り組みの対象であ
る。学部学科として定期的検証に協
力する。

計画通り実行する。 実施した。 〇 〇

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

入学時の学部長・学科長挨拶、4年
次の教職実践演習の学部長・学科長
挨拶、卒業式後の学科毎の学部長挨
拶等で触れる。

計画通り実行する。 実施した。 〇 〇

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。

全学的な編成方針に学部単位の人事
関係規程を併せて整備する。

規程を点検する。 実施した。 〇 〇

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適性に配置する。

全学的な編成方針に合わせるととも
に、課程認定等、外部基準にも合わ
せた、学部の人事関係方針を整備す
る。それに沿った人事が行われたか
検証する。

人事毎に検証する。 実施した。 〇 〇

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適性な教員人事を行う。

学部任用基準等の規程を見直す。
特に昇格に関する方針を再検討す
る。

実施した。 〇 〇

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。

学部独自の基準で教員評価を行う。
点検・改善を図る。

28年度評価の反省を踏まえ、29年度
評価の基準を作成し実施する。

実施した。 〇 〇

FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

FD,SDの有効性検証については全学
的組織で行う。

全学的検証作業に参加する。 実施した。 〇 〇

教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。

全学DPに沿った学部・学科のDPを設
定する。

学部・学科のDPを再検討する。 実施した。 〇 〇

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。

部局名（学部又は事務部）：教育学部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容



教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

全学CPに沿った学部・学科のCPを設
定する。

学部・学科のCPを再検討する。 実施した。 〇 〇

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。

改訂されたものを学部・学科のHP
等、社会に公表する。

学部・学科のHP等を改訂する。 実施できていない。 × ×

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。

学科毎に適切性を検証する。 適切性検証を年1回実施する。 実施できていない。 × ×

教育課程の編成・実施方針に基
づき、学部・学科に応じたカリ
キュラムマップやツリーを作成
して、必要な授業科目を適切に
設定し、接続性や順次性のある
教育課程を体系的に編成する。

定期的に点検する。 年1回実施する。 改組作業の中で実施した。 〇 〇

初年次教育・高大連携に配慮し
た教育内容、専門分野の高度化
に対応した教育内容を提供す
る。

カリキュラムの順序性等、定期的に
点検する。

年1回実施する。 実施できていない。 × ×

教育目標の達成に向けた授業形
態、学生の主体的参加を促す授
業方法（アクティブラーニン
グ）など、学習指導を充実す
る。

定期的に点検する。 年1回実施する。 実施できていない。 × ×

教育効果を上げるための多様な
手段の導入と情報ネットワーク
を利用した教育システムへ展開
し、キャンパス外教育を推進す
る。

定期的に点検する。
WebClassのさらなる活用を推進す
る。

年1回実施する。 実施できていない。 × ×

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。

定期的に点検する。
シラバス通りの授業かどうかを検証
するシステムの検討。

年1回実施する。 実施できていない。 × ×

厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。

定期的に点検する。 年1回実施する。 実施できていない。 × ×

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。

定期的に点検する。 年1回実施する。 実施できていない。 × ×

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位受授与
（卒業・修了認定）を適切に行
う。

教育成果の授業への反映を定期的に
点検する。

年1回実施する。 実施できていない。 × ×

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。

全学APに沿った学部・学科のAPを設
定し、募集要項等に反映する。

学部・学科のAPを再検討する。
現行のものを再検討した。また、
学部改組後のＡＰについても検討
した。

〇 〇

学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。

学部入試委員会で実施する。 入試区分ごとに実施する。 実施できていない。 × ×

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。

学部入試委員会で募集人員を設定す
る。

入試区分ごとに実施する。
学部改組の議論で検討したが、ま
だ実施にいたっていない。

△ ×

学生募集および入学者選抜が、
学生の受け入れ方針に基づいて
構成かつ適切に実施されている
かを、定期的に検証する。

学部入試委員会で実施する。
大学生基礎力レポートの結果を有効
利用する。

入試区分ごとに実施する。
大学生基礎力アンケートの利用法を
検討する。

実施できていない。 × ×

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

進路支援（教職キャリア支援）の方
針は学部学科で明確化できている。
修学支援、生活支援に関する学部学
科の方針の明確化はできていない。

学生課との役割分担を検討する。 実施できていない。 × ×

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

全学的なe-ポートフォリオの使用方
針に沿って、学部学科で有効利用を
推進する。

情報センターと連携する。 実施できていない。 × ×

留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

学生指導報告書を作成し、要因を分
析する。

教務課と連携する。 実施できている。 〇 〇

リメディアル教育や高大連携による
入試前教育に関する支援体制を
整備し、適切に実施する。

学部で実施している入学前課題の効
果を大学生基礎力アンケートで検証
する。

IR企画室と連携する。 実施できていない。 × ×

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

全学的に導入されるピアサポート制
度を教育学部でも推進する。

学生課との役割分担を調整する。 実施できていない。 × ×

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

学生課に協力する。 学生課との役割分担を調整する。 実施できている。 〇 〇

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

保健管理センターに協力する。
保健管理センターとの役割分担を検
討する。

実施できていない。 × ×

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

ハラスメント防止委員会に協力する
ハラスメント防止委員会との役割分
担を調整する。

ハラスメント防止に関する全学的
な規程の見直しが進んだ。

△ △

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。

キャリア支援センターに協力する。
キャリア支援センターとの役割分担
を調整する。

教職関係のキャリア支援について
は、教職支援センターの充実に向
けた検討が進み、次年度よりス
タッフ、設備に関して改善の見通
しがついた。

△ △

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。

担当部署である学生課に協力する。 学生課との役割分担を調整する。
ＳＡ制度の導入から試行的に始
まった。

△ △

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。

全面的実現に向けて努力する。 全学的検証作業に参加する。

大学院設置に伴う担当者の過剰コ
マの問題（教育心理学科）につい
て、大学院完成年度を迎え、その
是正に着手できた。

△ △

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。

教研センターにおける共同研究への
研究費助成及び論文発表助成を推進
する。

教研センターに協力する。 実施できている。 〇 〇

グローバル化促進として、留学生
の積極的な受け入れ、さらに外国
人研究者活躍の場を広げ、本学の
構成員の国際的活動能力の向上
を図る。

外国人留学生を積極的に受け入れ
る。
学内異動も視野に入れ、外国人教員
スタッフを確保する。

国際交流センターに協力する。

市内外国語学校からの推薦制度に
ついて、国際交流センターからの
提案により、本学と連携協定が結
ばれるなど、一部前進できた。

△ △

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

全学的な自己点検評価委員会の実施
に学部として協力する。

学部として協力する。 まだ動いていない。 × ×

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。



内部質保証を掌る組織を整備し、
その方針と手続きを明確にして、
自己点検・評価を改革・改善に繋
げる内部質保証に関するシステム
を構築する。

全学的な自己点検評価委員会の実施
に学部として協力する。

学部として協力する。 実施できていない。 × ×

構成員のコンプライアンス（法令・
モラルの遵守）意識を徹底する。

全学的なコンプライアンス研修を進
め、学部として協力する。

学部として協力する。 参加を求めている。 △ △

組織レベル・個人レベルでの自己
点検・評価活動を充実し、教育研
究活動のデータ・ベース化を推進
する。

現在教育学部で提出を義務付けてい
る教育研究に関する個人調書（履歴
書・教育研究業績書）をデータベー
ス化できないか検討する。

学部として協力する。

全学的な教育研究業績書について
は、個人業績評価のデータシート
の提出を求めており、データ・
ベース化が進んでいる。

△ △

内部質保証に関するシステムを整
備し、適切に機能させる。

全学的な自己点検評価委員会の実施
に学部として協力する。

学部として協力する。 まだ動いていない。 × ×

教学ガバナンス体制の整備による
本学管理運営を強化し、組織的活
動の活性化を計る。

組織活動の活性化に学部として協力
する。

学部としてできることを協力する。
教学ガバナンス体制の整備・強化
に協力した。

〇 〇

学生の成長に繋がる教育改革を
推進し、教育力の飛躍的向上によ
る就実教育ブランドを確立する。

教育学部は、創設当初より「教え導
き支えケアする」というキャッチコ
ピーを掲げているが、その浸透をさ
らに促進させる。

浸透度を向上させる。
キャッチコピーの浸透度は上がっ
ている。

△ △

大学生活・活動環境の整備と就学
支援の強化により、学生の満足度
を向上させる。

教育学部としては新B館の完成に
よって学生の教育環境の改善、また
生協の設立によって生活環境の改善
が促進されると考えている。

施設・設備の有効利用によって、学
生の満足度を向上させる。

新B館が完成したがその成果は次年
度に現れるであろう。W館における
自習室開放等、一部は実施でき
た。

△ △

地域再生・イノベーション創出の核
となる教員研究力や社会貢献力を
飛躍的に向上させる。

学部学科間の共同研究、学外の地域
との共同研究を学部として推進す
る。

学部として協力する。
矢掛町との連携協定締結及び事業
への参加等、一部ではあるが実施
できた。

〇 〇

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。


